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続
い
て
開
か
れ
た
交
流
会

に
は
37
人
が
参
加
。
会
場
は

立
食
形
式
で
、
テ
ー
ブ
ル
は

①
ビ
ジ
ネ
ス
②
産
学
連
携
③

地
域
・
社
会
・
生
活
④
雑
談
・

そ
の
他
―
な
ど
テ
ー
マ
別
に

分
か
れ
て
い
た
。

　
参
加
者
た
ち
は
、
関
心
の

あ
る
テ
ー
マ
に
出
向
き
、
情

報
交
換
や
雑
談
を
し
て

い

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
だ
け
で

な
く
、「
お
勧
め
の
飲
み
屋
」

や「
ゴ
ル
フ
の
腕
前
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
話
で
盛
り
上
が

り
、
交
流
を
深
め
て
い
た
。

女
性
経
営
者
の
参
加
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
交
流
を

促
す
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

前
回
好
評
だ
っ
た
「
も
っ
と

交
流
シ
ー
ト
」
も
活
用
さ
れ

た
。

　

こ
れ
は
参
加
者
た
ち
が
①

困
り
ご
と
（
発
注
）
②
で
き

る
こ
と
（
受
注
）
③
経
営
④

連
携
・
交
流
⑤
地
域
⑥
生
活

⑦
趣
味
・
娯
楽
―
な
ど
を
記

載
す
る
。
会
場
に
掲
示
す
る

こ
と
で
、
ど
の
参
加
者
が
ど

う
い
っ
た
テ
ー
マ
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
か
が
一
目
瞭
然

で
分
か
る
よ
う
に
す
る
仕
組

み
。

　

前
回
も
こ
う
し
た
試
み
に

よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
流
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

主
催
し
た
工
業
部
会
・
Ｋ

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
那
須
隆
仁
委
員
長
（
三
恵

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
務
）

は
「
（
相
模
原
が
）
横
浜
や

川
崎
に
負
け
な
い
よ
う
な
工

業
都
市
に
す
る
に
は
、
会
員

同
士
の
連
携
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

松
岡
康
彦
副
部
会
長
（
湘

南
デ
ザ
イ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）は
「
工

業
部
会
の
会
員
数
は
８
０
０

社
あ
る
。
こ
の
う
ち
１
５
０

社
は
会
活
動
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
残
り
６
５

０
社
に
も
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
呼
び
掛
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

工
業
部
会
の
単
独
開
催
。

今
回
の
大
会
で
は
、
地
元
の

青
学
大
・
経
営
シ
ス
テ
ム
工

学
科
の
６
人
の
教
員
が

参

加
。
交
流
会
の
第
一
部
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
で

行
っ
て
い
る
内
容
を
紹
介
し

た
。

　

同
学
科
で
は
、
企
業
経
営

の
分
析
や
モ
デ
ル
化
、
最
適

化
を
通
じ
、
経
営
改
善
を
図

る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

研
究
内
容
を
紹
介
し
た
の

は
▽
松
本
俊
之
教
授
（
改
善

技
術
・
環
境
教
育
研
究
）
▽

石
津
昌
平
教
授
（
品
質
情
報
・

シ
ス
テ
ム
研
究
）
▽
宋
少
秋

教
授
（
組
み
合
わ
せ
最
適
化

研
究
）
▽
大
内
紀
知
准
教
授

（
経
営
科
学
・
技
術
経
営
研

究
）
▽
栗
原
陽
介
准
教
授
（
セ

ン
シ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
）

▽
日
吉
久
礎
准
教
授
（
応
用

地
理
・
情
報
処
理
研
究
）
。

　

松
本
教
授
は
「
地
元
企
業

の
抱
え
る
問
題
を
解
決
し
て

い
き
た
い
」
と
、
産
学
連
携

を
呼
び
掛
け
て
い
た
。

　

今
後
は
相
模
原
市
、
相
模

原
商
議
所
が
、
地
元
企
業
の

産
学
連
携
へ
の
取
り
組
み
に

協
力
し
て
い
く
。

　

さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
協
議
会
（
事
務
局
・

相
模
原
商
工
会
議
所
）
は
、

８
月
27
日
の
午
後
６
時
半
〜

同
８
時
ま
で
、
市
立
産
業
会

館
３
階
大
研
修
室
で
「
ロ
ボ

ッ
ト
革
命
が
も
た
ら
す
企
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

６
月
に
発
表
さ
れ
た
政
府

の
「
日
本
再
興
戦
略
２
０
１

４
」
の
一
つ
と
し
て
打
ち
出

さ
れ
た「
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
」。

２
０
２
０
年
ま
で
に
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
市
場
規
模
を
製
造

分
野
で
現
在
の
２
倍
、
サ
ー

ビ
ス
・
非
製
造
業
分
野
で
20

倍
に
す
る
こ
と
を
明
記
。
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創

出
が
期
待
で
き
る
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　

講
師
に
は
東
京
大
学
名
誉

教
授
の
佐
藤
知
正
氏
を

招

く
。

　

佐
藤
氏
は
現
在
、
知
能
ロ

ボ
ッ
ト
や
環
境
型
ロ
ボ
ッ
ト

の
研
究
を
手
掛
け
て
お
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
学
会
の
会
長
も
務

め
た
経
歴
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
佐
藤
氏
が

新
成
長
戦
略
で
変
わ
る
中
小

企
業
の
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
触
れ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に

よ

り
、
市
場
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
、
ど
の
よ
う
な
革
命
が

も
た
ら
さ
れ
る
の
か
。
展
望

を
話
す
。

　

参
加
無
料
。
定
員
70
人
。

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
振
興

課
０
４
２
（
７
５
３
）
８
１

３
６
ま
で
。　
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青
学
大
と
の
産
学
連
携
も

テーマごとに情報交換した参加者たち

参加者たちは積極的に名刺交換していた

青学大の教員がそれぞれの研究内容を説明

青学大の松本教授

　
工
業
部
会
会
員
の
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
た「
会
員
交
流
大
会
」

が
８
月
19
日
、
ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら
（
南
区
相
模
大
野
）
で
開
か
れ
た
。
相

模
原
の
工
業
人
た
ち
に
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
部
会
活
動
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
。
今
回
で
２
回
目
。
当
日
は
青
山
学
院
大
学
・

理
工
学
部
も
参
加
。
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
担
当
教
授
・
准
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
内
容
を
紹
介
し
た
。


